
「広がれボランティアの輪」連絡会議 2020（令和 2）年度事業報告 

（ホームページ版） 

＜2020年度事業計画＞ 

現在、少子高齢化、生活困窮や社会的孤立、生活スタイルの変化や在留外国人の増加などによる地

域の多様化、そして地球規模での環境問題への対応など、国内外で多くの課題が生じています。さら

に、新型コロナウイルス感染症の世界的規模での拡大は、これまでの社会のあり方を問い、新たな社

会を模索する動きに連なっています。ボランティア・市民活動においても、これまでの活動が制限さ

れ、力を発揮できない状況が生じています。 

一方、各構成団体をはじめ、全国のボランティア・市民活動推進者・団体が活動を工夫し、新たに

つながろうとする取り組みが進められています。 

2019 年に創立 25 周年を迎えた「広がれボランティアの輪」連絡会議は、この状況のもとで、私た

ちがこれまでに築いてきたボランティア・市民活動の実践と、それらを通じて培ってきた絆を絶やす

ことなく、新たな取り組みを共有しながら、推進団体間のネットワークを広げ、ボランティア・市民

活動の推進を図ります。 

 

＜2020年度の方向性＞ 

コロナ禍のもと、取り組まれている各地の実践を共有しながら、今後求められるボランティア・市民

活動のあり方について情報交換を行うとともに、本連絡会議の理念「『いつでも、どこでも、誰でも、

楽しく』ボランティア・市民活動に参加できる環境・機運づくり」をめざした取り組みを進めます。 

【共通理念を達成するための事業・活動の柱】 

１．with コロナ、after コロナを展望した実践共有  

２．構成団体の協働関係の構築、及び協働による取り組みの強化 

３．ボランティア・市民活動の推進のためのプラットフォームづくり 

４．ボランティア・市民活動に関する情報発信機能の強化 

 

１．with コロナ、afterコロナを展望した実践共有  

創立 25 周年の歩みをふまえ、現在のコロナ禍のもと各地で取り組まれる活動を共有し、今後のボ

ランティア・市民活動の実践につなげていきます。 

 

（１）ボランティアシンポジウムの開催 

開催を延期したボランティア全国フォーラム 2019 を引き継ぐ形で、ボランティアシンポジウムを

開催します。（インターネットを活用したオンライン形式の開催を検討） 

【主な実施予定事業】 

・ボランティアシンポジウムの開催（2020年 10月 4日（日）開催予定） 

 

 



■ボランティア・市民活動シンポジウムの開催（2020年 10月 4日（日）） 

コロナ禍により 5月開催のボランティア全国フォーラムを延期することとし、オンラインによる全 

体会を中心とした開催形式に変更して開催しました。 

■テーマ 

誰ひとり取り残さないためのボランティア・市民活動の挑戦～持続可能な私づくり、社会づくり 

■開催形式・参加者 

Youtubeによるオンライン配信 600人 

■プログラム 

（1）記念講演 

  講 師：神野直彦さん（日本社会事業大学学長） 

 テーマ：「我が国の社会課題、コロナ禍での経済情勢や今後の動向をふまえた、ボランティア・市

民活動について」 

（2）シンポジウム 

記念講演の提起をふまえ、今後のボランティア・市民活動のあり方について、シンポジスト各自の 

活動をふまえての議論 

（シンポジスト） 

・二村睦子さん（日本生活協同組合連合会 執行役員・組織推進本部長） 

・長澤恵美子さん（一般社団法人 日本経済団体連合会 ＳＤＧｓ本部 統括主幹） 

・永井美佳さん（社会福祉法人 大阪ボランティア協会事務局長） 

・梅澤稔さん（千代田区社会福祉協議会 地域協働課 課長） 

（コメンテーター） 

・神野直彦さん（日本社会事業大学学長） 

（コーディネーター） 

・原田正樹 副会長 

■具体的な成果 

1994年に創設した「広がれボランティアの輪」連絡会議 25周年をふまえ、市民がボランティア活 

動に参加できる環境づくりや広報啓発活動、そして時流をふまえた提言の発信を、連携・協力して 

進めてきた歴史を振り返りながら、少子高齢化、生活困窮や社会的孤立、生活スタイルの変化や在 

留外国人の増加などによる地域の多様化などの課題のなかで、コロナ禍がどのようなダメージを社 

会にもたらしたのかとともに、ボランティア・市民活動の展望と方向性を明らかにしました。 

 

（２）創立 25周年記念誌の作成 

作成を進めている記念誌について、構成団体、ボランティア・市民活動推進関係機関（省庁懇談会

参加省庁等）に配付します。 

 

 

 



■創立 25周年記念誌の作成（2020年 10月） 

「広がれボランティアの輪」連絡会議 25周年記念誌を作成し、「広がれボランティアの輪」連絡会 

議構成団体、関係省庁、都道府県・指定都市社協に配付しました。 

■作成数・配布先 

 作成数 700部（構成団体からの協賛金により作成） 

 配布先 構成団体                120部 

     助成団体、関係団体、省庁等        60部 

     日本ソーシャルワーク教育学校連盟加盟校 280部 

          執筆者、ボランティア・市民活動関係者  140部   （計 600 部） 

■具体的な成果 

記念誌作成・配布を通じて、1994年に創設した「広がれボランティアの輪」連絡会議の活動ととも 

に、阪神・淡路大震災（1995 年）以降の災害ボランティア活動の発展、特定非営利活動促進法制定 

推進、2001年ボランティア国際年の推進等に「広がれボランティアの輪」連絡会議が果たしてきた 

役割を整理し、関係者に紹介することで、今後のわが国のボランティア・市民活動の推進の基盤づ 

くりを図ることができました。 

 

（３）「未来の豊かな“つながり”のための全国アクション」への参加 

「つながろう、未来の“つながり”のために」をテーマに推進する全国アクションの取り組みに参

画し、コロナ禍での「広がれ」構成団体における活動方法や工夫の発信、交流を図ります。 

 

■取り組みの概要 

コロナ禍によりボランティア・市民活動が停滞するなか、多くの地域福祉活動に影響が及び、高齢 

者・障害者などの社会的孤立の深刻化が懸念されました。そのなかで、感染症対策に配慮しつつ、 

住民同士のつながりを継続する方法や工夫を発信する「未来の豊かなつながりのための全国アクシ 

ョン」を、「広がれボランティアの輪」連絡会議も主唱団体となり立ち上げました。 

■ホームページへの事例掲載 

2020年 5月にホームページを開設し、これまでに全国各地の 150事例を掲載しました。 

ホームページ https://tunagari-action.jp/ 

■オンラインセミナーの開催 

地域でボランティア・市民活動を進める推進者などを対象に、情報交流の場（オンラインセミナー） 

を 4回開催しました。延べ 433人の皆さんが参加し、ネットワークづくりを進めました。 

■具体的な成果 

全国アクションに参画する構成団体とともに、コロナ禍でのつながりづくりの機運を盛り上げ、あ 

わせて ICTなどコミュニケーションツールの活用を図り、これまで“つながり”が弱かった人たち 

との新たな関わりを生み出すことで、地域共生社会づくりの活動につなげることができました。 

 

 

https://tunagari-action.jp/


２．構成団体の協働関係の構築、及び協働による取り組みの強化 

（１）協働による事業の展開 

プロジェクト・チーム（PT）を中心として、構成団体の協働を生かした活動を展開します。 

【主な実施予定事業】 

・ PTの活動を中心とした協働の取り組みの一層の推進 

・ 2021年度以降の「ボランティア全国フォーラム」開催に向けた検討の場づくり 

 

■PT による意見交換・協働による事業の実施 

 ①フォーラム・提言 PT 

2021 年 3 月 14 日（日）に開催する「東日本大震災 10 年フォーラム」の企画検討とともに、フ

ォーラムでの学び・経験交流をふまえて、わが国にボランティアを文化として根づかせ、持続可

能な社会づくりを進めるため 2021 年 10 月 30 日（土）・31 日（日）に開催予定の「ボランティ

ア全国フォーラム」実施に向けた企画を進めるため、フォーラム・提言 PT を開催しました。 

  （メンバー） 

中央共同募金会 

ＪＡＶＥ  

青年海外協力協会 

日本ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱｺｰﾃﾞｨﾈｰﾀｰ協会 

おもちゃの図書館全国連絡会  

全国社会福祉協議会 

日本ＮＰＯセンター 

大阪ボランティア協会  

東京ボランティア・市民活動センター 

 

  （開催日／いずれもオンライン開催） 

    第 1 回 2020 年 12 月 23 日 

    第 2 回 2021 年 1 月 5 日 

    第 3 回 2021 年 1 月 20 日 

    第 4 回 2021 年 2 月 9 日 

 

  （「東日本大震災 10 年フォーラム」の開催） 

    東日本大震災のボランティア・市民活動は、被災地の人々をどのようにつなぎエンパワメン

トしてきたのか、また、活動を通じて被災地の人々がどのように受援者から支援者へと変化

し、被災地内外にネットワークが広がり、各地の活動につながっていったのかを、実践から

学び共有することで、日本にボランティア活動を文化として根づかせ、持続可能な社会を実

現することを目的に、「東日本大震災 10 年フォーラム」を開催しました。 

 



    日  時 2021 年 3 月 14 日（日）13 時 30 分～15 時 50 分 

    開催方法 オンライン開催（Youtube Live） 

    参 加 者  200 名 

    内  容 開会・あいさつ 上野谷加代子会長 

         フォーラム「東日本大震災から、つながり、ひろがるボランティア活動」 

4 つの論点で、進行役からゲストスピーカーに話を求めながら、進行役とゲ  

ストスピーカー、コメンテーターとのディスカッションを実施。 

＜ゲストスピーカー＞ 

○被災地で支援に関わった皆さん 

・鈴木清美さん（宮城県 南三陸町おもちゃ図書館「いそひよ」代表 

南三陸町障害者自立支援協議会会長） 

・篠原洋貴さん（福島県 いわき市社会福祉協議会 事務局長） 

○被災地の外から被災地への支援に関わった皆さん 

・竹田純子さん（京都府・滋賀県 龍谷大学ボランティア・NPO 

活動センター ボランティアコーディネーター） 

・吹田博史さん（武田薬品工業株式会社 グローバルコーポレート 

アフェアーズ グローバル CSR & パートナー 

シップ ストラテジー ジャパン CSR ヘッド） 

＜コメンテーター＞ 

・山崎美貴子顧問 

＜進行役＞ 

・田尻佳史さん（日本 NPO センター 常務理事） 

・永井美佳さん（大阪ボランティア協会 事務局長） 

＜論点＞ 

（1）被災地がどのようにボランティアを受け入れていったのか 

（2）被災地外部からの支援は被災地にどのようにつながってきたのか 

（3）被災地と被災地外の支援がどのようにスクラムを組み、この 10 年 

で被災地をよりよくしてきたのか 

（4）新たな活動への展開とこれからのボランティア・市民活動 

 

 ②企画・広報 PT 

「広がれボランティアの輪」連絡会議の活動を、パンフレットやホームページ、SNS など「広が

れ」らしい取り組みで発信し伝えていくことで、ボランティア・市民活動の推進を図るとともに、

今後わが国のボランティア・市民活動を担う若者をはじめ、多くの人々にボランティア・市民活

動の魅力を発信することをめざして、企画・広報 PT で検討を進めました。 

 

 



 

  （メンバー） 

おもちゃの図書館全国連絡会 

日本ＹＭＣＡ同盟 

中央共同募金会 

東京ボランティア・市民活動センター 

日本生活協同組合連合会 

日本赤十字社 

助成財団センター 

日本労働組合総連合会 

ＳＯＭＰＯ福祉財団 

日本病院ボランティア協会 

 

  （開催日／いずれもオンライン開催） 

    第 1 回 2020 年 12 月 23 日 

    第 2 回 2021 年 1 月 19 日 

    第 3 回 2021 年 2 月 25 日 

 

 ③勉強会 PT 

  コロナ禍においてボランティア・市民活動が停滞し、活動の休止を余儀なくされる状況も生じる

なか、「広がれ」構成団体をはじめ、ボランティア・市民活動推進団体・推進者が実践から学び

を深め、各自の活動を続けるヒントとなることができるよう、オンラインでの勉強会開催に向け

た企画・運営を行いました。 

  （メンバー） 

ＮＨＫ厚生文化事業団  

さわやか福祉財団  

日本赤十字社 参加 

日本生活協同組合連合会 

全国農業協同組合中央会 

愛・地球博ボランティアセンター 

日本ＹＭＣＡ同盟 

日本病院ボランティア協会 

児童健全育成推進財団 

  

 

 

 



 （開催日／いずれもオンライン開催） 

    第 1 回 2020 年 12 月 23 日 

    第 2 回 2021 年 1 月 7 日 

    第 3 回 2021 年 2 月 12 日 

    第 4 回 2021 年 3 月 2 日 

  

（勉強会の開催） 

    勉強会 PT の企画により、コロナ禍において、各地でどのようなくふうを進めながらボランテ

ィア・市民活動が展開されているのかを学ぶことで、活動を前に進めるとともに、With コロ

ナ、After コロナにおける社会とボランティア・市民活動のあり方を展望するため、勉強会を

開催しました。 

    開催当日は、配信会場に勉強会 PT メンバーが集まり運営を行うとともに、他のメンバーも自

宅・職場から勉強会運営をサポートしました。 

    ・テーマ 「コロナ禍におけるボランティア活動のくふうを学び合う」 

    ・開催日  2021 年 2 月 18 日（木）14 時～15 時 50 分 

・参加者  オンライン（Zoom）開催 100 名 

    ・プログラム 

     開会挨拶 上野谷加代子会長 

実践報告 

ア．「子どもの学び・体験学習に関わる実践」 

       伊藤文康さん（神奈川県海老名市教育委員会 教育長） 

       山根一毅さん（国際青少年センターYMCA 東山荘 副所長） 

イ．「コロナで変わる ～病院ボランティアの今～」 

             太田里美さん（日本病院ボランティア協会 理事） 

      ウ．災害ボランティアの実践 

       井上綾乃さん（一般社団法人 ピースボート災害支援センター） 

     グループ討議 

 実践報告の内容をふまえ、グループに分かれ参加者同士で情報交換 

     閉会挨拶 原田正樹 副会長 

 

  ④国際 PT 

国際 PT では、コロナ禍における外国人支援について、支援団体へのヒアリングなどを通して現

状を把握するとともに、取りまとめた内容を発信していくための方法について検討を進めました。

今後、取りまとめた内容をふまえ、2021 年度に構成団体やボランティア・市民活動推進者向けの

発信の場を設けます。 

 

 



  （メンバー） 

IVUSA  

日本 YWCA 

東京ボランティア・市民活動センター 

青年海外協力協会 

日本 YMCA 同盟 

学識者 

  （開催日／いずれもオンライン開催） 

    第 1 回 2020 年 12 月 7 日 

    第 2 回 2021 年 1 月 27 日 

    第 3 回 2021 年 3 月 3 日 

 

（２）構成団体の連携・協働の強化 

コロナ禍のもと、インターネットを活用して構成団体間の交流・情報共有等を図ります。 

【主な実施予定事業】 

・ WEBを活用したサロン・勉強会開催の検討 

・ メーリングリストの活用（各構成団体間の活動情報の共有等） 

・ その他関係団体等との連携（外部組織の委員会への参画等） 

・ 新規団体の加入促進 

 

■関係団体との連携 

2011年 3月 14日に設立された東日本大震災支援全国ネットワーク（JCN）に、当初より世話団体

として参画しており、JCN 開催事業の広報協力を行いました。 

また、東日本大震災 10年にかかわり、「広がれ」構成団体から北野一人さん（青年海外協力協会）

が JCNの事業検討の場に参画し、その結果、JCN等が参画する「Voice from 3.11」の取り組みを

実施することになりました。 

 

■グループメールの活用 

 構成団体間の情報共有、連絡方法として、グループメールを活用しました。事務局からの案内と

ともに、「広がれ」構成団体が開催する研修会、イベントなどを案内する手段としても活用されま

した。 

 また、各 PTメンバー間の連絡調整、意見交換についてもグループメールを活用し、速やかな意思

疎通を図りました。 

  

 ■構成団体ニュースの発行 

  「広がれ」の取り組みを構成団体に適時伝えるため、「構成団体ニュース」を発行しました。 

（2020年 11月～2021年 2月まで 6号発行） 

 

 



３．ボランティア・市民活動の推進のためのプラットフォームづくり 

（１）ボランティア・市民活動に関する議論の促進 

構成団体をはじめとするボランティア・市民活動に関わる諸団体の相互研鑽と交流の場を設け、ボラ

ンティア・市民活動の推進に関わる連携を図ります。 

【主な実施予定事業】 

・ ボランティアシンポジウムの開催（再掲） 

・ WEBを活用したサロン・勉強会開催の検討（再掲） 

・ メーリングリストを活用した情報共有・意見交換等 

 

（２）ボランティア・市民活動の推進における官民連携の促進 

ボランティア・市民活動の推進に携わる関係省庁との接点をつくり、官民連携によるボランティア・

市民活動を推進するために開催している「ボランティア・市民活動の推進に関する関係省庁との懇談

会」の開催は今年度中止します。 

なお、これまでの懇談会参加省庁には、10 月 4 日（日）に開催予定のシンポジウムの視聴を案内し、

次年度以降のつながりを保ちます。 

 

■次年度省庁懇談会 

 近年懇談会に参加した省庁に、シンポジウムの参加案内を行いました。 

なお、次年度の関係省庁との懇談会は、2021 年 8 月 2 日（月）に開催することとしています。 

 

 

４．ボランティア・市民活動に関する情報発信・共有機能の強化 

（１）広報媒体を用いた情報発信・共有の強化 

ボランティア活動・市民活動に関わる諸団体及び市民に対して、本連絡会議や構成団体の活動等を中

心に積極的な情報発信を行います。あわせて、構成団体に対する情報提供・共有を進めます。 

【主な実施予定事業】 

・ フェイスブック、ホームページ、メーリングリスト等の活用 

・ パンフレットの作成と活用 

・ 本連絡会議のキャラクターの活用 

 

■企画・広報 PT での検討（再掲） 

 企画・広報 PT において検討を進めました 

 

 

 

 

 



（２）国際的なボランティア・市民活動の情報収集 

国内のボランティア活動・市民活動を取り巻く状況について海外への発信を検討するとともに、海外

の取り組みにも着目しながら、国際的な情報の共有に取り組みます。 

【主な実施予定事業】 

・ 日本のボランティア・市民活動の状況と取り組みの海外向け発信の検討 

 

■国際 PT での検討（再掲） 

 国際 PT において、コロナ禍における外国人支援についての現状把握と発信方法について検討を進

めました。 

 

〔本連絡会議の運営〕 

（１）総会の開催（年 1回程度開催） 

（２）幹事会の開催（WEB開催も含めて年 3～4回程度開催） 

（３）常任幹事会の開催（WEB 開催も含めて必要に応じて開催） 

（４）（既出）PTの開催（必要に応じて適宜開催） 

【事務局】全国社会福祉協議会 全国ボランティア・市民活動振興センター 

 

■連絡会議の運営 

 総  会          2020 年 10月 13日付（文書審議により開催） 

 幹事会     第 92回 2020 年 4月 15日付 （文書審議により開催） 

         第 93回 2020 年 8月 20日 

         第 94回 2020 年 11月 16日 

         第 95回 2021 年 3月 12日 

常任幹事会   第 1回  2020 年 8月 3日 

         第 2回  2020 年 11月 13日 

         第 3回  2021 年 3月 8日 

 

 

 

 

 

 

 

 


